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第５回日本国際消化管運動研究会

時：2003年５月31曰（土）曰
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場：福岡国際会議場４階会

福岡市博多区石城町2-1
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胃腸科）長：春間賢（川崎医科大学内科学食道．会
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日程表

『

８：５０ 日本国際消化管運動研究会代表幹事挨拶三輪剛

８：５５ 開会の辞 会長春間賢

９：0０ 一般演題（１）食道運動

座長：草野元康（群馬大学光学医療診療部）

９：３５ 一般演題（２）手術前後の消化管運動

座長：平井敏弘（１１|崎医科大学消化器外科）

１０：１０ 一般演題（３）冑運動Ｉ

座長：青山伸郎（神戸大学光学医療診療部）

１０：４５ 休憩

１１：００ 一般演題（４）冑運動Ⅱ

座長：峯徹哉（東海大学消化器内科）

１１：３５ 一般演題（５）その他

座長：大和滋（国立国際医療センター消化器内科）

１２：１０ 休憩

１２：３０ ランチョンセミナー

１３：４０ 特別口演

｢RoleofVenousCapacitance（includingSplanchnic）Bedin 

MaintenanceofPosturalNormotension」

PhillipALow 

司会：松枝啓（国立精神・神経センター国府台病院）

１４：４０ 休憩

１４：５０ シンポジウムー消化管機能異常に対する新しいアプローチー

司会：原澤茂（済生会川口総合病院）

宮地正彦（愛知医科大学消化器外科）

１６：２０ 閉会の辞会長春間贄



第５回日本国際消化管運動研究会プログラム

8:5０日本国際消化管運動研究会代表幹事挨拶三輪剛

8:5５開会の辞：春間贄

一般演題（１）食道運動

g:００～9:3５座長：草野元康（群馬大学）

1．食道アカラシアにおける自律神経機能の関与

広島大学光学医療診療部

川崎医科大学内科学食道・胃腸科

広島大学大学院

分子病態制御内科学

川崎医科大学検査診断学

広島大学保健管理センター

眞部紀明、田中信治、岡信秀治

春間賢、楠裕明

中尾円､神野大輔､満岡裕､國弘佳代子

吉田成人、茶山一彰

畠二郎

吉原正治

2．胃食道逆流（GER）後の食道運動の解析

群馬大学第一内科

・光学診療部

樋口達也、草野元康、前田正毅、下山康之

杉本さやか､栗林志行､田中伸裕､小泉幸彦、

森昌朋

3．胃電図を用いた逆流性食道炎における胃運動機能の検討
国立高知病院消化器科久次米佐映､大西知子､面家敏宏､福家浩三、

遠藤純子、植村信隆、井上修志、岸清一郎

臨床研究部中村陽一

徳島大学医学部臓器病態治療医学野村昌弘、伊東進

一般演題（２）手術前後の消化管運動

9:35～10:1０座長：平井敏弘（川崎医科大学）

４．栄養状態よりみた閉塞性黄疸への術前の対応

名古屋大学病態制御外科森俊明、金子哲也､所隆昌､井上総一郎、
竹田伸、中尾昭公

Ｉ 



5．幽門輪温存膵頭十二指腸切除（PpPD）後のDelayedGastricEmpMng（DGE）に対するIowdoseelythromycin投与の試み

名古屋大学病態制御外科所隆昌、金子哲也、森俊明、具成浩、
中尾昭公

6．幽門側胃切除後（DPG）患者における固形食と液状食の胃排出動態の検討
東京慈恵会医科大学外科中田浩二､川崎成郎､高橋朋子､梁井真一郎、

梶本徹也、羽生信義

一般演題（３）冑運動1

10:10～10:4５座長：青山伸郎（神戸大学）

7.1℃酢酸呼気試験を用いた糖尿病患者の胃排出能の検討

北海道大学医学部中川学、山本純司、小平純一、中川宗一
消化器病態内科小松嘉人、武田宏司、杉山敏郎、浅香正博
光学医療診療部河原崎暢、清水勇一、加藤元嗣

第２内科竹内淳、柳澤克之、小池隆夫

8.1℃呼気試験による胃排出測定

～“Velocity”からみたaccommodationとnormalvaIiance～
群馬大学医学部第一内科

・光学医療診療部財裕明、下山康之、
済生会川口総合病院名越淳人、原澤茂

東海大学三輪剛

草野元康

９．Functionaldyspepsia患者の臨床経過について
－自覚症状と胃運動能の観点から

広島大学大学院神野大輔､中尾円､満岡裕､國弘佳代子
分子病態制御内科学岡信秀治、吉田成人、茶山-彰

川崎医科大学内科学食道・胃腸科春間賢、楠裕明
広島大学光学医療診療部田中信治、眞部紀明・
川崎医科大学検査診断学畠二郎

１０:45～１１:００ 休憩
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一般演題（４）胃運動1

11:00～１１:3５座長：峯哲哉（東海大学）

10．糖尿病胃運動障害に対する電気生理学的検討

名古屋市立大学院医学研究科

臨床機能内科学

細胞機能制御学

今枝憲郎、岡山直司、加藤岳史、伊藤誠

鈴木光

11．アミロイドーシス患者における胃運動の検討

岩手医科大学第一内科千葉俊美､佐藤正樹､久多良徳彦､猪股正秋、

折居正之、鈴木一幸

12．食事内容と胃電図の変化

自衛隊阪神病院内科

帝京大学医学部第４内科

河野俊彦、福原彰典、渡部義則

宮原透

一般演題（５）その他

11:35～12:1０座長：大和滋（国立国際医療センター）

13．長期予後からみた乳頭括約筋機能異常における胆管．＋二指腸内庄同時測定の有用性
九州大学医学研究院川本雅彦､許斐裕之､小林穀一郎､竹田虎彦

臨床・腫瘍外科清水周次、田中雅夫

１４腹部聴取音解析による消化管運動機能評価

放射線医学研究所

重粒子医科学センター病院

千葉大学大学院

医学研究院腫瘍|ﾉl科学

ｑ・

山口和也

山口武人、

宍戸忠幸、

● 

尾高健夫、相正人、￣ﾖ橋佳苗

税所宏光

15.大建中湯とProstaglandinF2qのモルモット消化管平滑筋に対する収縮)又応の違いについ
ての検討

帝京大学第３内科市原病院黒澤進、荻原壮部、鹿島励、入野忠ﾉｹ、
海老原徹雄､上rl｢英雄」||鳥檸…､汁１１｢|克彦、

ljll藤真]盆、尾嘉比康治

休憩１２:１０～１２:３０ 

M１ 
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ランチョンセミナー1

12:30～13:3０座長：本郷道夫（東北大学）

｢消化管運動と壁内常在型マクロファージ」

東京大学大学院農学生命科学研究科 尾崎博

共催：第５回日本国際消化管運動研究会

大日本製薬株式会社

ランチョンセミナー1

12:30～13:3０座長：佐々木大輔（弘前大学）

｢過敏性腸症候群の合理的な診断と治療」

東京慈恵会医科大学消化器・肝臓内科 鳥居明

共催：第５回日本国際消化管運動研究会

田辺製薬株式会社

特別口演

13:40～14:4０司会：松枝 啓（国立精神・神経センター国府台病院）

｢RoleofVenousCapacitance(includmgSplanchnic)BedinMaintenanceofPostumlNolTnotension」

PhillipA・LowMD

DepartmentofNeurology,MayoCUnic,RochesterMinnesota,USA 

ﾊﾞ 
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－消化管機能異常に対する新しいアプローチー
司会：原澤茂（済生会川口総合病院）

宮地正彦（愛知医科大学）

シンポジウム

１４:５０～１６:２０ 

S-1．消化管ペースメーカー失調マウスにおける遺伝子発現差の解析
東海大学医学部消化器内科高山一郎

ケンブリッジ大学医学部（英国）醍醐弥太郎
山梨大学医学部藤野雅之

S~2.全身性硬化症患者と逆流性食道炎患者の食道運動機能の差異
一細径超音波プローブによる新たな評価法を用いて－
広島大学附属病院光学医療診療部眞部紀明、田中信治
川崎医科大学内科学．食道胃腸科春間費、楠裕明

川崎医科大学検査診断学畠二郎

広島大学大学院分子病態制御内科学中尾円、茶山一彰

Ｓ-3．経口バリウム・マーカー併用による大腸運動の分析と胃結腸反射への応用
医療法人社団高野会高野病院高野正博

S-4．体外式超音波を用いた過敏性腸症候群（IBS）の評価
川崎医科大学内科学食道・胃腸科楠裕ロ楠裕明、春間賀、村中亜紀、田中俊昭、

伊海英則､清水香代子､垂水研一､古賀秀樹、

鎌田智有、武田昌治、本多啓介、藤村宜憲、

銭冬梅

畠二郎川崎医科大学検査診断学

Ｓ-5．消化管運動とbacterialovergrowth
東邦大学第１内科 瓜田純久、神田映子、菊池由宣、鳥居尚隆、

笹島雅彦．三木一正

16:2０閉会の辞：春間賢（川崎医科大学内科学食道・胃腸科）


